
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２６年度 

けいしちょう安全安心モニター 

 

第１回アンケート調査結果 
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けいしちょう安全安心モニター制度 

 

■  目的 

    「安全で安心して暮らせる街、東京」の実現に向けた諸対策を効果的に推進する 

ため、警察業務における課題等に関し、都民等からの意見や提案をインタ―ネット利 

用によるアンケートを実施することにより集約し、迅速かつ効果的に施策等に反映さ 

せることを目的とする。 

 

■  制度の概要 

   １  調査対象者（けいしちょう安全安心モニター）  

      満１８歳以上の都内在住、在勤又は在学する者 １，０００名以内 

    ※    警視庁ホームページ上でモニターを公募し、応募者の中から、性別、年代、 

居住地域等を考慮して候補者を選定し、電子メールにより通知（依頼） 

 

   ２ アンケートの実施 

    ○ 調査方法  

         インターネットを利用したアンケートによる調査 

   ○ 調査項目（アンケートテーマ）  

       重点的に実施している施策や今後取り組む課題等に必要な事項 

○  調査回数 

         平成２６年度内に３回実施予定 

 

   ３ 謝礼 

       アンケート１回につき、図書カード（５００円券）１枚を年度末にまとめて 

交付 

－１－ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査の概要 

 
■ 調査テーマ                                                               

  「体感治安と自転車に関する交通ルール・マナー」について                                           

■ 調査目的                                                                                                                                                                                          
    体感治安、安全・安心なまちづくり、防犯カメラ及び自転車に関する交通ルール・マナーに 
関する意識などについて調査し、安全で安心して暮らせるまちづくりのための施策等の参考と 
するため。                                                     

■ 調査期間                                                                       

  平成２６年９月２４日（水）から平成２６年１０月３日（金）までの間                                                                         

■ 調査方法                                                                      
  インターネットを利用したアンケート調査                                                                                                                            

■ 調査対象（平成２６年度けいしちょう安全安心モニター）                                  
  ９９６名                                                                                                                                                                                                  

  ※  公募した満１８歳以上の都内在住者、在勤者又は在学者                                  

■ 回答者数                                                                                         

   ９４３名（回答率 ９４．７％）                                                    

■ 回答者の属性                                                                                                

回収数 構成比

943 100.0

473 52.2

470 47.8

8 1.4

55 5.0

184 20.7

272 29.8

155 17.3

148 14.3

121 11.5

　会社員 332 37.7

　公務員 21 2.1

　自営業 86 10.3

　パート・アルバイト 101 11.2

　学生 23 3.8

　主婦 215 20.2

　無職 131 11.0

　その他 34 3.6

　２３区部 640 67.0

　市町村部 284 30.4

　都外在住 19 2.6

　５０代

　６０代

　７０歳以上

職
業
別

都内在住
居住地域別

属 性

全 体

性
別

　男　性

　女　性

年
代
別

　１８歳～１９歳

　２０代

　３０代

　４０代

※  集計結果は、百分率（％）で示している。小数点以下第２位を四捨五入して算出した。そのため、合計が 100.0％になら

ないものがある。 

 ※ ｎ（number of cases)は、比率算出の基数であり、100％が何人の回答者に相当するかを示す。                               
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平成２６年度けいしちょう安全安心モニター          
第１回アンケート 

「体感治安と自転車に関する交通ルール・マナー」について 

  「安全で安心して暮らせる街、東京」の実現に向け、警視庁では、「規範意識の向上」と「地域の 

絆の再生」をキーワードとして、「犯罪の起きにくい社会づくり」に取り組んでいます。        

 今回のアンケートは、『体感治安と自転車に関する交通ルール・マナーについて』をテーマに、体感

治安、安全・安心なまちづくり、防犯カメラ及び自転車に関するルール・マナーなどについて調査し、

犯罪の起きにくい社会づくりや自転車の交通安全対策等に活用させていただくものです。 

◇東京都の治安について 
                                                         
   Ｑ１    現在の東京都の治安は、１０年前と比較して良くなったと思いますか。 ･････ ４                                                                                                                                                                        
   Ｑ２  日常生活において、現在又は近い将来、自分や家族が、何らかの犯罪に 
          巻き込まれるかもしれないという不安を感じていますか。        ･････ ５                     
  Ｑ３  日常生活において、自分や家族が巻き込まれるかもしれないと思うのは、 
     どのような犯罪ですか。                       ･････ ６                          
  Ｑ４  自分や家族が巻き込まれるかもしれないと思うのは、どのような理由で 
          すか。                               ･････ ７                                  
  Ｑ５  治安を良くするための警察の取組は十分だと思いますか。       ･････ ８         
  Ｑ６  今後、どのような取組を推進すべきだと思いますか。         ･････ ９           

◇安全・安心なまちづくりについて 
  Ｑ７  地域の安全安心を確保するためには、それぞれの立場からの犯罪に遭い 
     にくい環境づくりが大事となりますが、今後、どのような対策が重要とな 
     ると思いますか。                          ･････ １０                        
    Ｑ８  身近にある通学路について、不審者からの声掛けやいたずら等が行われ 
     るおそれがあるなど、危険なところがあると思っていますか。      ･････ １１                       
    Ｑ９  現在の通学路の危険に対してどのような対策をした方がよいと思います 
     か。                                  ･････ １２    

◇防犯カメラについて 
  Ｑ１０ 防犯カメラについて、どのようなイメージを持っていますか。     ･････ １３ 
  Ｑ１１ 防犯カメラをどのように運用してもらいたいと思いますか。      ･････ １４ 
  Ｑ１２ 商店街や自治会が設置する防犯カメラが増えていますが、このことにつ 
     いてどう思いますか。                        ･････ １５ 
  Ｑ１３ 防犯カメラを設置する必要があると思う場所はどのような場所ですか。 ･････ １６ 

◇自転車に関する交通ルール・マナーについて 
  Ｑ１４ 自転車をどれくらいの頻度で利用しますか。             ･････ １７ 
  Ｑ１５ 自転車で歩道を走行する場合、歩道のどの部分を通行していますか。  ･････ １８ 
  Ｑ１６ 自転車で車道を走行する場合、車道のどの部分を通行していますか。  ･････ １９ 
  Ｑ１７ 歩道に設置されている図の規制標識の意味は、次のうちのどれだと思い 
     ますか。                              ･････ ２０ 
  Ｑ１８ 車道両側に路側帯が設置されている場合、自転車はどちらの路側帯を通 
     行しなければいけないと思いますか。                 ･････ ２１ 
  Ｑ１９ 自転車事故に対応する保険があることを知っていますか。       ･････ ２２ 
  Ｑ２０ 自転車事故に対応する保険に加入していますか。           ･････ ２３ 
    

   

・・・・・４

・・・・・５

・・・・・６

・・・・・７

・・・・・８

・・・・・９

・・・・１０

・・・・１１

・・・・１２

・・・・１３

・・・・１４

・・・・１５

・・・・１６

・・・・１７

・・・・１８

・・・・１９

・・・・２０

・・・・２１

・・・・２２

・・・・２３
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※ 「良くなった（計）」 

  （２７．１％） 

 ＝「とても良くなった」 

 ＋「少し良くなった」 

※ 「悪くなった（計）」 

  （３６．２％） 

 ＝「とても悪くなった」 

 ＋「少し悪くなった」 

※ 「良くなった（計）」（３２．３％） 

※ 「悪くなった（計）」（３０．５％） 

 

※ 平成２５年度第１回アンケート実施結果との比較 

   「良くなった」と回答した人の割合が５．２ポイント減少 

   「悪くなった」と回答した人の割合が５．７ポイント増加 

 

  

※ 「良くなった（計）」（２７．０％）  

※ 「悪くなった（計）」（３３．９％） 

  

東京都の治安について 

Ｑ１ 現在の東京都の治安は、１０年前と比較して良くなったと思いますか。 
   該当する項目を一つだけ選んでください。 

今回の実施結果 

とても 

良くなった 

5.3% 
少し 

良くなった 

27.0% 

あまり 

変わらない 

37.2% 

少し 

悪くなった 

25.9% 

とても 

悪くなった 

4.6% 

平成２５年度の実施結果 平成２４年度の実施結果 

とても 

良くなった 

5.5% 少し 

良くなった 

21.5% 

あまり 

変わらない 

39.1% 

少し 

悪くなった 

28.1% 

とても 

悪くなった 

5.8% 

【全 体】(ｎ=928) 【全 体】(ｎ=929)

とても 

良くなった  

4.7% 少し 

良くなった  

22.4% 

あまり 

変わらない  

36.7% 

少し 

悪くなった  

30.3% 

とても 

悪くなった  

5.9% 

【全 体】(ｎ=943)

－４－ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 平成２５年度第１回アンケート実施結果との比較 

     「感じている」と回答した人の割合が４．６ポイント増加 

     「感じていない」と回答した人の割合が４．７ポイント減少 

 

※ 「感じている（計）」 

  （７８．９％） 

 ＝「大いに感じている」 

 ＋「ある程度感じている」 

 

※ 「感じていない（計）」 

  （２１．１％） 

 ＝「全く感じていない」 

 ＋「あまり感じていない」 

※ 「感じている（計）」（７４．３％） 

   ※ 「感じていない（計）」（２５．８％） 

  

※ 「感じている（計）」（７７．３％） 

  ※ 「感じていない（計）」（２２．７％） 

  

東京都の治安について 

Ｑ２ 日常生活において、現在又は近い将来、自分や家族が、何らかの犯罪に巻き込まれるかも 
  しれないという不安を感じていますか。該当する項目を一つだけ選んでください。 

【全 体】(ｎ=943) 今回の実施結果 

大いに 

感じている  

16.1% 

ある程度 

感じている  

62.8% 

あまり 

感じていない  

19.9% 

全く 

感じていない  

1.2% 

平成２５年度の実施結果 平成２４年度の実施結果 

【全 体】(ｎ=929)

大いに 

感じている 

11.9% 

ある程度 

感じている 

62.4% 

あまり 

感じて 

いない 

24.7% 

全く感じて

いない 

1.1% 

大いに 

感じている  

11.0% 

ある程度 

感じている  

66.3% 

あまり 

感じて 

いない  

21.0% 

全く感じて 

いない  

1.7% 

－５－ 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ２で「大いに感じている」又は「ある程度感じている」を選択した方にお尋ねしました。 

（７８．９％ ７４４人） 

前回まで結果 

Ｈ２５ Ｈ２４ 

65.9 60.6 

62.8 65.9 

66.9 67.1 

60.4 63.2 

44.3 50.1 

41.7 41.2 

38.5 32.6 

38.5 32.9 

33.2 32.2 

31.9 29.4 

30.5 31.3 

25.8 24.6 

22.9 18.4 

20.8 24.4 

22.8 21.0 

17.3 15.2 

8.4 7.9 

13.8 12.0 

13.6 13.4 

4.6 6.1 

3.2 選択肢なし 

8.1 6.1 

インターネットを利用した犯罪 

ひったくり 

空き巣などの屋内に侵入しての泥棒 

強盗や殺人・通り魔殺傷事件などの凶悪事件  

自転車の盗難 

暴行や傷害 

来日外国人による犯罪 

悪質商法 

母さん助けて詐欺などの振り込め詐欺 

痴漢や盗撮などのわいせつ行為 

少年による犯罪 

恐喝や脅迫 

ストーカーやつきまとい 

自動車・バイクの盗難 

自動車など車内からの金品盗難 

テロ行為 

覚せい剤や麻薬などの薬物犯罪 

暴力団が関与した犯罪 

繁華街におけるぼったくり 

けん銃を使用した犯罪 

夫婦間暴力（ＤＶ）や家庭内暴力 

その他 

東京都の治安について 

Ｑ３ 日常生活において、自分や家族が巻き込まれるかもしれないと思うのは、どのような犯罪です 

か。（複数選択可） 

【全 体】(ｎ=744)

68.4  

62.8  

61.0  

58.9  

49.5  

43.1  

41.8  

35.6  

35.2  

33.3  

29.8  

27.6  

27.3  

22.7  

21.2  

20.6  

16.7  

12.5  

11.6  

7.0  

1.9  

11.0  

0% 20% 40% 60% 80%

－６－ 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ２で「大いに感じている」又は「ある程度感じている」を選択した方にお尋ねしました。 

（７８．９％ ７４４人） 

前回まで結果 

Ｈ２５ Ｈ２４ 

79.2 80.1 

65.5 64.2 

53.7 51.5 

41.5 37.9 

32.7 36.5 

30.8 42.5 

21.9 24.4 

21.3 23.4 

24.2 25.5 

19.6 19.9 

18.7 19.9 

14.1 16.4 

12.8 16.4 

9.1 8.5 

11.8 11.1 

新聞・テレビ等で事件の報道をよく 

見聞きするから 

社会のルールやマナーを守らない人をよ

く見るから 

インターネットやメールで違法・有害な 

情報があふれているから 

警察や自治体、学校からの情報で身近

に犯罪発生や不審者の話を聞くから 

隣近所の人を知らないなど地域社会の

絆が弱くなっていると感じるから 

景気の低迷で失業者等が 

増加しているから 

犯人が捕まっていない凶悪事件が多い 

と感じるから 

街頭をパトロールする制服警察官や 

パトロールカーをあまり見かけないから 

隣近所や知人が実際に犯罪の被害に 

遭ったことを聞いたから 

自分や家族が実際に犯罪の被害に 

遭ったことがあるから 

自分や家族が犯罪の被害に遭いそうに 

なったことがあるから 

隣近所や知人が犯罪の被害に遭いそう

になったことを聞いたから 

壁などの落書きや散乱したゴミがあるな

ど街の環境が悪いから 

繁華街に客引き等が多数いるから 

 

その他 

 

東京都の治安について 

Ｑ４ 自分や家族が、何らかの犯罪に巻き込まれるかもしれないと思うのは、どのような理由から 

ですか。（複数選択可） 

82.5  

64.5  

56.2  

44.4  

37.6  

26.9  

25.7  

25.5  

19.8  

18.5  

16.8  

16.4  

11.8  

9.9  

13.3  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【全 体】(ｎ=744)
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※ 「十分である（計）」（２５．２％） 

 ＝「十分である」＋「おおむね十分である」 

※ 「不十分である（計）」（３５．５％） 

 ＝「不十分である」＋「やや不十分である」 

東京都の治安について 

Ｑ５ 治安を良くするための警察の取組は十分だと思いますか。 

   該当する項目を１つだけ選んでください。 

【全 体】(ｎ=943)

十分である 

0.6% おおむね 

十分である 

24.6% 

どちらとも 

いえない 

39.3% 

やや 

不十分である 

25.8% 

不十分である 

9.7% 

－８－ 



 

 

 

 

パトロール活動の強化 

防犯カメラの設置 

地域社会との連携強化 

相談受理体制の強化 

警察官の増員 

警察官の能力向上 

防犯情報、事件情報等の情報発信活動の強化 

防犯ボランティア活動の活性化 

事件捜査体制の強化 

警察施設及び警察官の装備の充実 

その他 

特に推進するべき取組はない 

 

 

Ｑ５で「やや不十分である」又は「不十分である」を選択した方にお尋ねしました。 

東京都の治安について 

Ｑ６ 今後、どのような取組を推進するべきだと思いますか。（複数選択可） 

【全 体】(ｎ=334)

76.6  

62.9  

51.5  

50.0  

41.0  

39.5  

35.0  

33.8  

32.3  

14.7  

25.1  

0.0  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

－９－ 



 

 

 

 

 防犯カメラの普及・促進 

地域の住民等に対する犯罪発生状況等の情報提供 

通学路等における児童等が犯罪に遭わないための取組や防犯対策 

道路、公園における犯罪を防止するための取組や防犯対策 

児童等が犯罪に遭わないための教育等の取組 

インターネットを利用した犯罪に遭わないための情報の提供等の取組 

学校、幼稚園等における児童等が犯罪に遭わないための取組や 

防犯対策 

住宅における空き巣等を防止するための取組や防犯対策 

コンビニエンスストア等深夜営業店舗における強盗等を防止するため

の取組や防犯対策 

高齢者が振り込め詐欺等に遭わないための情報の提供等の取組 

振り込め詐欺等を防止するための金融機関等事業者による取組 

防犯ボランティアに対する情報提供等の支援 

駐車場、駐輪場における盗難等を防止するための取組や防犯対策 

空き巣等を防止するための防犯設備業者に対する情報提供等の 

支援 

犯罪被害者等に対する情報の提供等の支援 

大型スーパー等における万引き等を防止するための取組や防犯対策 

金融機関等における強盗等を防止するための取組や防犯対策 

繁華街における事業者に対する安全対策に関する情報の提供等の 

支援 

学生等の防犯ボランティア活動に対する助言等の支援 

防犯性能が高い自転車の普及等の支援 

防犯性能が高い自動車の普及等の支援 

その他 

安全・安心なまちづくりについて 

Ｑ７ 地域の安全・安心を確保するためには、それぞれの立場からの犯罪に遭いにくい環境づくりが 

大事となりますが、今後、どのような対策が重要となると思いますか（複数選択可）。 

【全 体】(ｎ=943)

72.7  

68.1  

65.5  

59.2  

57.5  

55.1  

53.9  

51.3  

47.3  

41.7  

39.4  

35.2  

31.9  

26.8  

24.4  

23.8  

20.9  

19.8  

15.3  

12.1  

9.8  

12.2  

0% 20% 40% 60% 80%

－１０－ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安全・安心なまちづくりについて 

Ｑ８ 身近にある通学路について、不審者からの声掛けやいたずら等が行われるおそれがあるな 

  ど、危険なところがあると思っていますか。該当する項目を１つだけ選んでください。 

【全 体】(ｎ=943)

危険な 

ところがある 

21.2% 

危険なところ 

がないとは 

いえない 

54.2% 

危険な 

ところはない 

12.1% 

どの道が 

通学路なのか

知らない、又は 

わからない 

12.5% 

－１１－ 



 

 

 

 

登下校時における見守り活動の充実 

防犯カメラの設置 

警察、自治体、学校、保護者、防犯ボランティア等の 

間の情報共有 

児童への防犯教育の充実 

登下校時における警察官によるパトロール 

集団による登下校 

子供１１０番の家など避難先の拡充 

児童に対する防犯ブザーの配布（貸出し） 

児童に対する緊急通報端末の貸出し 

通学路を見直したほうがよいと思うが、 

他に安全な経路がないと思う 

通学路について他に安全な経路があるので、 

これを見直す 

その他 

特に対策はない 

 

 

Ｑ８で「危険なところがある」又は「危険なところがないとはいえない」を選択した方にお尋ねし

ました。 

安全・安心なまちづくりについて 

Ｑ９ 現在の通学路の危険に対してどのような対策をした方がよいと思いますか。（複数選択可） 

【全 体】(ｎ=711)

66.8  

66.5  

52.9  

47.3  

45.3  

34.2  

30.1  

27.7  

22.5  

12.8  

6.6  

11.0  

0.3  

0% 20% 40% 60% 80%

－１２－ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回結果 

Ｈ２４ 

94.0 

87.5 

62.3 

44.0 

44.5 

32.7 

31.3 

17.0 

10.8 

4.5 

6.7 

事件が起きた際に犯人が捕まりやすくなる 

犯罪の発生を抑止する効果がある 

落書きや不法投棄など迷惑行為の減少に 

効果がある 

見守られている安心感がある 

自分や家族が犯罪被害にあう不安が減る 

その街に安心して行くことができる 

監視されているような気がする 

プライバシーが侵害される 

地域が活性化される 

街が殺伐とする 

その他 

防犯カメラについて 

Ｑ１０ 防犯カメラについて、どのようなイメージを持っていますか（複数選択可）。  

【全 体】(ｎ=943)

91.8  

84.2  

55.5  

45.4  

41.8  

29.2  

23.0  

14.2  

7.3  

3.1  

7.6  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

－１３－ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回結果 

Ｈ２４ 

75.5 

70.1 

48.5 

53.7 

39.2 

24.3 

8.2 

 

データの管理をしっかりしてほしい 

 

 

信用できる管理者に管理してほしい 

 

設置場所には、「防犯カメラ作動中」、「みなさ

まの安全を守ります。」など設置している旨を

表示してほしい 

 

データがどのように活用されているか 

明らかにしてほしい 

 

プライバシーに配慮したルールを整備してほ

しい 

 

設置区域を明らかにしてほしい 

 

 

その他 

 

防犯カメラについて 

Ｑ１１ 防犯カメラをどのように運用してもらいたいと思いますか（複数選択可）。 

【全 体】(ｎ=943)

73.9  

70.4  

51.1  

51.0  

47.8  

29.7  

8.9  

0% 20% 40% 60% 80%

－１４－ 



 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体（ｎ＝943） 

事件が起きた際に犯人が捕まりやすくなる（ｎ＝866） 

犯罪の発生を抑止する効果がある（ｎ＝794） 

落書きや不法投棄など迷惑行為の 

減少に効果がある（ｎ＝523） 

見守られている安心感がある（ｎ＝428） 

自分や家族が犯罪被害にあう不安が減る（ｎ＝394） 

その街に安心して行くことができる（ｎ＝275） 

監視されているような気がする（ｎ＝217） 

プライバシーが侵害される（ｎ＝134） 

地域が活性化される（ｎ＝69） 

街が殺伐とする（ｎ＝29） 

その他（ｎ＝72） 

防犯カメラについて 

Ｑ１２ 商店街や自治会が設置する防犯カメラが増えていますが、このことについてどう思います 

   か。該当する項目を１つだけ選んでください。 

全般にもっと 

増やして 

ほしい 

32.9% 

必要な所には

もっと増やして 

ほしい 

59.0% 

このままで 

よい 

6.5% 

減らして 

もらいたい 

1.0% 

設置して 

もらいたくない 

0.7% 

【全 体】(ｎ=943)

防犯カメラのイメージと防犯カメラの設置に関する考え方 

全般にもっと増やしてほしい 必要な所にはもっと増やしてほしい このままでよい 

減らしてもらいたい 

設置して 

もらいたくない 

－１５－ 

 32.9  

 34.2  

 35.9  

 41.3  

 44.6  

 47.0  

 51.6  

 8.8  

 12.7  

 62.3  

 3.4  

 40.3  

 59.0  

 58.4  

 58.8  

 55.3  

 53.5  

 51.3  

 46.5  

 70.5  

 64.9  

 36.2  

 48.3  

 50.0  

6.5 

6.0 

4.3 

2.9 

1.6 

1.3 

1.1 

15.2 

14.2 

1.4 

27.6 

6.9 

1.0 

0.8 

0.6 

0.4 

0.2 

0.5 

0.7 

2.3 

3.7 

6.9 

2.8 

0.7 

0.6 

0.4 

0.2 

3.2 

4.5 

13.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%



 

 

 

 

 

犯罪や事故の多発している場所 

裏道など人通りが少ない場所 

子どもの通学路 

公園や学校の近くなど子どもが遊ぶ場所 

監視員等のいない駐車場、駐輪場 

駅や繁華街、商店街など多数の人が往来する場所 

住宅街の路上 

オリンピック・パラリンピック競技大会会場（予定地） 

周辺 

その他 

 

 

Ｑ１２で「全般にもっと増やしてほしい」又は「必要な所にはもっと増やしてほしい」を選択した

方にお尋ねしました。 

防犯カメラについて 

Ｑ１３ 防犯カメラを設置する必要があると思う場所は、どのような場所ですか（複数選択可）。 

【全 体】(ｎ=866)

77.1  

70.1  

69.2  

67.8  

62.9  

61.3  

51.8  

13.4  

4.2  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

－１６－ 



 

 

 

 

 

 

週に１回以上 

日に１回以上 

月に１回以上 

年に１回以上 

年に１回未満 

利用しない 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

自転車に関するルール・マナーについて 

Ｑ１４ 自転車をどれくらいの頻度で利用しますか。 

該当する項目を１つだけ選んでください。 

【全 体】(ｎ=943)

約８割（７８．４％）
の人が自転車を利用
している。 

30.3  

29.2  

9.8  

5.7  

3.4  

21.6  

0% 20% 40%

－１７－ 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ１４で「利用しない」以外を選択した方にお尋ねしました。 

 

自転車に関するルール・マナーについて 

Ｑ１５ 自転車で歩道を走行する場合、歩道のどの部分を通行していますか。      
    該当する項目を１つだけ選んでください。 

【全 体】(ｎ=739)

車道寄り 

68.5% 

中央 

4.2% 

建物寄り 

（車道寄りの 

反対側） 

17.5% 

気にしない 

9.9% 

－１８－ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ１４で「利用しない」以外を選択した方にお尋ねしました。 

 

 

自転車に関するルール・マナーについて 

Ｑ１６ 自転車で車道を走行する場合、車道のどの部分を通行していますか。 
    該当する項目を１つだけ選んでください。 

【全 体】(ｎ=739)

左側 

94.0% 

中央 

1.2% 

右側 

2.4% 

気にしない 

2.3% 

－１９－ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自転車に関するルール・マナーについて 

Ｑ１７ 歩道に設置されている下図の規制標識の意味は、次のうちのどれだと思いますか。 

    該当する項目を１つだけ選んでください。 

【全 体】(ｎ=943)

自転車は 

歩道通行が 

可能 

87.5% 

歩道は 

自転車が優先 

1.7% 

歩行者は 

自転車に注意 

10.8% 

－２０－ 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自転車に関するルール・マナーについて 

Ｑ１８ 車道両側に路側帯が設置されている場合、自転車はどちらの路側帯を通行しなければいけ 

   ないと思いますか。下図を参考にして該当する項目を一つだけ選んでください。 

（路側帯） （車道） （車道） （路側帯）

【全 体】(ｎ=943)

車道の左側  

94.8% 

車道の右側  

3.4% 

どちらでもよい  

1.8% 

－２１－ 



 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自転車に関するルール・マナーについて 

Ｑ１９ 自転車事故に対応する保険があることを知っていますか。 
    該当する項目を１つだけ選んでください。 

【全 体】(ｎ=943)

知っている 

90.0% 

知らない 

10.0% 

－２２－ 



 34.6  

 43.5  

 41.0  

 28.4  

 33.3  

 27.6  

 16.7  

 59.6  

 51.0  

 53.6  

 63.0  

 56.9  

 62.1  

 79.9  

 5.8  

 5.5  

 5.4  

 8.6  

 9.8  

 10.3  

 3.4  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

加入している 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ１９で「知っている」を選択した方にお尋ねしました。 

全 体(ｎ=849) 

日に１回以上(ｎ=253) 

週に１回以上(ｎ=261) 

月に１回以上(ｎ=81) 

年に１回以上(ｎ=51) 

年に１回未満(ｎ=29) 

利用しない(ｎ=174) 

加入しているかどうかわからない 加入していない 

自転車に関するルール・マナーについて 

Ｑ２０ 自転車事故に対応する保険に加入していますか。 
    該当する項目を１つだけ選んでください。 

【全 体】(ｎ=943)

加入している 

34.6% 

加入して 

いない 

59.6% 

加入して 

いるかどうか 

わからない 

5.8% 

－２３－ 

自転車の利用頻度と自転車事故に対応する保険への加入状況 


